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Ｒ８年度医療勤務環境ＤＸ支援事業等に係るモバイル基盤整備業務

公募型プロポーザル実施要領

「Ｒ８年度医療勤務環境ＤＸ支援事業等に係るモバイル基盤整備業務」の公募型プ

ロポーザル方式に係る手続きについては、地方独立行政法人北九州市立病院機構政府調

達取扱規程及びその他の関係法令に定めるもののほか、本要領によるものとする。

１ 業務概要

（１）業務名 Ｒ８年度医療勤務環境ＤＸ支援事業等に係るモバイル基盤整備業務

（２）業務内容 Ｒ８年７月に北九州市立医療センター及び北九州市立八幡病院にお

いて作成した業務効率化計画書の内容及び申請した医療勤務環境Ｄ

Ｘ支援事業等補助金に基づき、Ｒ８年度医療勤務環境ＤＸ支援事業

等に係るモバイル基盤整備業務を実施する。

別紙「要求仕様書兼回答書（様式９）」を参照

（３）履行期間 契約締結日から令和９年３月３１日まで

※契約方法及び詳細については、受注業者と別途協議する。

（４）提案上限金額

152,000,000 円（消費税込み）以内とする。

ただし、保守・利用料は含まない。

（５）納入場所  北九州市小倉北区古船場町１番３５号 北九州市立病院機構本部
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２ 実施日程

実 施 日 程 内 容

令和８年９月２５日（金） 公募開始

令和８年９月２５日（金）～

令和８年９月３０日（水）
実施要領等の交付期間

令和８年９月２８日（月）～

令和８年１０月９日（金）
質問書受付期間

令和８年９月３０日（水）午後５時 参加表明書等の提出期限

令和８年１０月６日（火）午後３時 オンライン説明会

令和８年１０月９日（金） 参加資格確認結果の通知

令和８年１０月１６日（金） 質問への回答日

令和８年１０月１６日（金）～

令和８年１０月３０日（金）午後５時

企画提案書等の電子データ仮提出期限

辞退の場合は、辞退届

令和８年１１月４日（水）正午 提案書提出期限（必着）

令和８年１１月４日（水）午後 一次審査結果通知日

令和８年１１月６日（金）午後２時 プロポーザル審査会

令和８年１１月１３日（金） 優先交渉権決定（通知）

令和８年１１月中旬～

令和８年１１月下旬

契約調整実施

受注事業者決定

令和８年１１月下旬 随意契約

令和８年１２月１日（火） （予定） 業務開始

３ 応募要件（参加資格）

本プロポーザルへの参加者は、次の各号のいずれにも該当する者であること。

なお、この公告にかかる公募型プロポーザルに参加を希望するもので有資格業者名簿

に記載されていないものは、「21 本件窓口・問い合わせ先」に本公募への参加を希望

する旨を告げた上で、令和８年９月３０日（水）まで（日曜日、土曜日及び国民の祝

日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日（以下「日曜日等」と

いう。）を除く。）に参加資格申請を行わなければならない。

参加資格申請に必要な書類については、個別に電子メールにて送付を行う。
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（１）地方独立行政法人北九州市立病院機構契約規程（以下「契約規程」という。）第２

条第１項及び第２項各号の規定に該当しない者であること。

（２）契約規程第２条において準用する北九州市物品等供給契約の競争入札参加者の資

格及び審査等に関する規則（平成７年北九州市規則第１１号）第６条第１項の有資

格業者名簿に記載されている若しくは、地方独立行政法人北九州市立病院機構（以

下「病院機構」という。）で行う競争入札参加資格審査において認定されていること。

ただし、登録の申請がなされている場合には、記載されているものとみなす。

（３）病院機構及び北九州市から指名停止を受けている期間中でないこと。

（４）業務に関し、法律上必要とする資格を有する者であること。

（５）次のいずれにも該当しない者であること。

ア 役員等（役員及び従業員をいう。以下同じ。）が暴力団員（暴力団員による不当な

行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第６号に規定する暴力

団員をいう。以下同じ。）であると認められる者

イ 暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第２号に規定す

る暴力団をいう。以下同じ。）又は暴力団員が経営に実質的に関与していると認めら

れる者

ウ 役員等が自己、自社若しくは第三者の不当な利益を得る目的又は第三者に損害を

与える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用したと認められる者

エ 役員等が、暴力団又は暴力団員に対して資金等を供給し、又は便宜を供与するな

ど直接的あるいは積極的に暴力団の活動又は運営に協力し、若しくは関与している

と認められる者

オ 役員等が、暴力団又は暴力団員と社会的に不適切な関係を有していると認められ

る者

カ 暴力団員であることを知りながら、暴力団員を雇用し、又は使用している者

４ 公募型プロポーザル実施要領等の交付

（１）交付期間：

令和８年９月２５日（金）～令和８年９月３０日（水）午後５時まで

（２）交付場所

地方独立行政法人北九州市立病院機構ホームページ「入札・契約情報」
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（https://www.kitakyu-cho.jp/o-bid/notification.html）からダウンロードする

こと。

※電子メールにより交付を希望する場合は、「21 本件窓口・問い合わせ先」まで

電話にて連絡すること。なお、要領の郵送又は FAX による入手申込みは認めない。

（３）交付資料

ア Ｒ８年度医療勤務環境ＤＸ支援事業等に係るモバイル基盤整備業務

公募型プロポーザル実施要領（本書）

※以下の様式を含む

・参加表明書（様式１）

・機密保持誓約書（様式２）

・質問書（様式３）

・辞退届（様式４）

・企画提案書表紙（様式５）

・会社概要（様式６）

・業務実績証明書（様式７）

・見積書及び見積明細書（様式８）

・要求仕様書兼回答書（様式９）

イ Ｒ８年度医療勤務環境ＤＸ支援事業等に係るモバイル基盤整備業務公募型プロポ

ーザル審査基準（別紙）

５ 質問書の受付及び回答

公募型プロポーザルに対する質問書の受付及び回答を次のとおり実施する。

（１）質問書受付期間

令和８年９月２８日（月）～令和８年１０月９日（金）

（２）質問方法

質問書（様式３）に質問事項を記入の上、電子メールにより送付すること。

（３）回答日

令和８年１０月１６日（金）

（４）回答方法

「６ 参加表明書等の提出」があった全社に電子メールにより回答する。
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６ 参加表明書等の提出

参加希望者は、次の要領により関係書類（以下、「参加表明書等」という。）を提出

すること。

（１）提出期間

令和８年９月２５日（金）～令和８年９月３０日（水）まで（日曜日等を除く。）

の毎日午前９時から正午まで及び午後１時から午後５時まで

（２）提出書類

・参加表明書（様式１）

・機密保持誓約書（様式２）

・会社概要（様式６）

（３）提出部数及び様式

１部（原則としてＡ４版）

（４）提出方法及び提出場所

持参又は郵送（配達証明付き書留郵便に限る。）により「21 本件窓口・問い合わ

せ先」に提出すること。書留郵便の場合は、封筒に「Ｒ８年度医療勤務環境ＤＸ支

援事業等に係るモバイル基盤整備業務 公募参加表明書等在中」と朱書きすること。

７ 参加資格の確認及び結果通知

「６ 参加表明書等の提出」の後、「３ 応募要件（参加資格）」に基づき、参加

資格の確認を行うものとする。

ただし、北九州市有資格業者名簿、または北九州市立病院機構に請求者登録され

ている者については、当該名簿への登録をもって参加資格を有するものとする。

有資格業者名簿に登録されていない者に係る確認結果は、令和８年１０月７日（水）

までに電子メールで通知する。なお、期日までに当該書類を提出しない者又は参

加資格がないと認められた者は、公募型プロポーザルに参加することができない。

８ 企画提案書等の提出

参加資格を認められた事業者は、「要求仕様書兼回答書（様式９）」に則り次のと

おり必要書類（以下「企画提案書等」という。）を電子データ及び郵送にて提出す
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ること。

（１）提出期間

ア 企画提案書等の電子データ仮提出期限

令和８年１０月３０日（金）午後５時まで

※審査準備のため、企画提案書等の電子データを先行して仮提出すること。

イ 企画提案書等（正本）の提出期限

  令和８年１１月４日（水）正午必着

※電子データでの仮提出からの変更がある場合、変更箇所を明示すること。

（２）提出書類

＜提出物：企画提案書一式＞

・企画提案書表紙（様式５）

・目次（任意様式）

・業務実績証明書（様式７）

・見積書及び見積明細書（様式８）

・要求仕様書兼回答書（様式９）

・企画提案書（任意様式）

（３）提出部数

＜提出物：企画提案書一式＞

・正本１部、副本１２部（複写可）を提出すること。それぞれ１冊の簡易なバイ

ンダーに綴じ、ページ数を表示するとともにインデックスを付けること

（４）提出方法及び提出場所

持参又は郵送（配達証明付き書留郵便に限る。）により「21 本件窓口・問い合わ

せ先」に提出すること。書留郵便の場合は、封筒に「Ｒ８年度医療勤務環境ＤＸ

支援事業等に係るモバイル基盤整備業務 公募企画提案書等在中」と朱書きする

こと。

＜電子データ＞

上記提出物とは別に「21 本件窓口・問い合わせ先」に電子データで提出する

こと。提出物ごとに以下のファイル名で PDF ファイル形式とすること。
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提出物：〇〇会社_企画提案書一式.pdf

※「○○会社」には、法人・企業名を記載すること

（５）留意事項

ア 申請書類の著作権は提案者に帰属する。ただし、受注先に選定された提案者の

申請書類については当機構が必要と認める場合には、その一部又は全部を無償

で使用できることとする。

イ 審査準備のため、令和８年１０月３０日（金）午後５時までに、申請書類の電

子データを仮提出すること。令和８年１１月４日（水）期限の正本提出で変更

がある場合は、変更点を明示すること。

ウ 令和８年１１月４日（水）正午までに正本として提出された申請書類の内容の

変更、差し替え及び再提出は認めない。但し、当機構が必要と認める場合はそ

の限りではない。

エ 提出された申請書類は、理由の如何に関わらず返却しない。

オ 本業務の申請のために得た情報について、提案者は第三者への公表等の他の目

的に使用することはできない。ただし、公知となっている情報及び第三者から

合法的に入手できる情報については、その対象ではない。

カ 当機構が必要と認める場合には追加資料の提出を求めることがある。

９ 企画提案書等の記載要領

企画提案書等は、次のとおり記載すること。

（１）作成にあたっては、提案内容を具体的かつ詳細に記載し、ページを表示するこ

と。

（２）企画提案書（任意様式）は、Ａ４、長辺綴り、30 頁以内（表紙等の指定様式を

除く）とすること。文字サイズは極力 10 ポイント以上とすること。（図表につ

いて文字サイズは指定しない。）

※ Ａ４版を基本とするが、情報量と文字サイズの問題により最小限のＡ３版資

料の使用を認める。その他、様式指定の資料は、様式に従って記載すること。

（３）企画提案書（任意様式）は、別紙「Ｒ８年度医療勤務環境ＤＸ支援事業等に係

るモバイル基盤整備業務公募型プロポーザル審査基準」（以下「審査基準」とい

う。）にある審査項目に従い、自社の特徴や類似のモバイル基盤整備業務実績、
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構築・運用体制などとともに、当機構の運営に資する提案について記載するこ

と。また、業務スケジュール等の業務内容については、別紙「要求仕様書兼回答

書（様式９）」を参照し、各社が必要と考える支援に基づいて、企画提案書に含

めること。

（４）「見積書及び見積明細書（様式８）」は、以下のとおり作成すること。

ア 本業務を実施するにあたり、必要な費用のすべてを積算して記載すること。

必要な費用には、企画提案書（任意様式）に記載した内容、並びに「要求仕

様書兼回答書（様式９）」にて「A」「B」「C」と回答した内容を含むこと。

イ 見積金額の総額は消費税及び地方消費税を含めた金額とすること。

ウ 可能な範囲で明細を分けて内訳金額を別途記載すること。また、見積書は医

療センターと八幡病院の合計の費用を記載し、見積明細書は医療センターと

八幡病院を分け、それぞれに費用を記載すること。

エ 見積金額の値引きがある場合は、一括して値引き金額を記載するのではな

く、項目別に値引き後の金額を記載すること。

オ 保守・利用料については、導入日から 8 年間の費用 を 1 年毎に記載するこ

と。なお、導入日から 4 年間の費用を評価対象とし、5 年目以降も継続利用

した場合の年間費用は参考額とする。なお、5 年目以降の参考額については、

導入日から 4年間の費用と異なる条件がある場合はその内容を提示すること。

カ 適宜、行頭を加除修正して記載すること。

（５）その他

  提出された企画提案書等の内容について、問い合わせがあった場合は速やかに対応

すること。

企画提案書に記載する内容は全て「見積書及び見積明細書（様式８）」の範囲内とす

ること。

10 無効となる企画提案書等

次に該当する企画提案書等は無効とする。

（１）提出期限、提出様式、提出方法及び提出場所に適合しないもの。

（２）「９ 企画提案書等の記載要領」に適合しないもの。

（３）虚偽の内容が記載されているもの。
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（４）「見積書及び見積明細書（様式８）」に記載された見積金額が、契約上限額を超え

るもの。

（５）評価の公平性に影響を与える行為をした者の提案。

11 参加辞退

参加表明後にプロポーザルを辞退する場合は、辞退届（様式４）を速やかに提出す

ること。

12 オンライン説明会

（１）通知日時

令和８年１０月６日（火）午後３時

（２）内容

本プロポーザルに関する概要及び今後のスケジュール等について説明を行う。

（３）その他

参加方法等については別途通知する。

13 一次選考結果の通知

（１）通知日時

令和８年１１月４日（水）午後

（２）方法

「15 審査」の基準に基づく一次審査（書面評価）の結果について、企画提案プレゼ

ンテーションの対象者および対象外となった者の別を、電子メール等により参加者

に通知する。なお、公募が５者以上あった場合につき、一次審査を実施する。公募が

４者以内の場合は審査会の日程のみを通知する。

14 審査会実施

審査会は、次のとおり実施する。

（１）プレゼンテーションの対象者

企画提案プレゼンテーションの対象者は、参加資格を有する者のうち要求仕様書

兼回答書（様式９）による一次審査（書面評価）の合計点上位４者とする。
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企画提案プレゼンテーションの対象者には、審査会の開催日時・場所の詳細につ

いて連絡する。

（２）審査会の実施日時

令和８年１１月６日（金）午後２時

（３）審査会の開催場所

北九州市立病院機構本部（北九州市立商工貿易会館 ３階 ３０１会議室）

（４）留意事項

ア 審査会場への入室人数は各社３名までとする。

イ １社あたりの持ち時間は原則 35 分（説明 20 分、質疑応答 15 分）とする。

ウ プロジェクター、スクリーン等は当機構にて準備する。

エ プレゼンテーション時のスライドは、企画提案書等を要約することは可とする

が、企画提案書等に記載のない新たな提案や全く異なる内容の記載は禁止する。

オ プレゼンテーションは、実務責任者または実務担当者が実施すること。（実務責

任者とは本業務の全体を統括し、進捗会議に必ず出席する者を指す。実務担当者

は本業務の一部を管理し、進捗会議や各病院担当者との打合せ等に全般的に参加

する者を指す。）

カ プレゼンテーションの内容は全て「見積書及び見積明細書（様式８）」の範囲内

とすること。

15 審査

両病院における最適なモバイル基盤整備を実施するため、当機構に設置する「Ｒ

８年度医療勤務環境ＤＸ支援事業等に係るモバイル基盤整備業務事業者選定委員

会」（以下、「選定委員会」という。）が、審査基準に則って審査する。

審査は、公募が５者以上あった場合につき、技術評価（300 点満点）による一次審

査を実施し、合計点上位４者をプレゼンテーション審査の対象とする。

その後、審査会にて一次審査合計点に価格評価（300 点満点）＋提案評価（400 満

点）を加え、最終合計評価点(1,000 点満点)により優先交渉権者を決定する。

（１）技術評価（300 点満点）

技術評価に関する評価点については、「要求仕様書兼回答書（様式９）」にある項

目の充足割合に基づいて、点数評価を行う。配点の内訳は公表しない。
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「要求仕様書兼回答書（様式９）」の「対応」欄の回答にあたっては、以下の通

り行うこと。

（２）価格評価（300 点満点）

価格評価に関する点数については、本件に係る見積金額（様式８に基づく見積

書）に基づき、最低価格から提案価格を除した総額をもって評価を行う。本件に係

る見積金額は、消費税額及び地方消費税額を含む金額（当該金額に１円未満の端数

があるときは、その端数金額を切り捨てるものとする。）とする。消費税率は 10％

を適用する。

配点については、導入費用 150 点、保守・利用料 150 点とし、価格の低い順に高

得点とする。配点の内訳は公表しない。また、保守・利用料については、導入日か

ら 4年間の費用を評価対象とし、5年目以降も継続利用した場合の年間費用は参考

額とする。なお、5年目以降の参考額については、導入日から 4年間の費用と異な

る条件がある場合はその内容を提示すること。

（３）提案評価（400 点満点）

提案評価に関する評価点については、企画提案書等及びプレゼンテーションに基

づき、「Ｒ８年度医療勤務環境ＤＸ支援事業等に係るモバイル基盤整備業務公募型

プロポーザル審査基準（別紙）」の各審査項目について全選定委員が各自採点し、

審査項目毎に平均点（小数第一位を四捨五入）を算出する。その後、この平均点を

合算して得点とする。なお、提案評価の審査項目に対する配点の内訳は公表しな

「対応」 内容

Ａ 標準機能で対応可能であるもの（見積範囲内）

Ｂ オプション機能により対応可能であるもの（見積範囲内）

Ｂ′ オプション機能により対応可能であるが、貴社の判断により提案に

含めないもの（見積範囲外）

※企画提案書及びプレゼンテーションでの言及は認めない

Ｃ カスタマイズにより対応可能であるもの（見積範囲内）

Ｃ′ カスタマイズにより対応可能であるが、貴社の判断により提案に含

めないもの（見積範囲外）

※企画提案書及びプレゼンテーションでの言及は認めない

Ｄ 対応不可（見積範囲外）

※企画提案書及びプレゼンテーションでの言及は認めない
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い。

16 優先交渉権者及び次点交渉権者の決定と通知

選定委員会は「15 審査」の結果、最も高得点を取った 1位の提案者を本業務に

対する優先交渉権者、2位のものを次点交渉権者とし、この両者を受注候補者とす

る。また、3位の提案者についても、必要に応じて契約交渉を行うことができる者と

して、受注候補者に含めるものとする。

この審査結果は、令和８年１１月１３日（金）以降、審査会に参加した全ての者

に文書にて通知する。

17 契約交渉

受注候補者決定後、当機構は、優先交渉権者から順に契約交渉を行う。

（１）契約交渉期間

ア 契約交渉期間は、それぞれ最長 2週間と定め、優先交渉権者、次点交渉権者の順

に実施する。

イ 優先交渉権者との契約交渉にて、協議が整わなかった場合や優先交渉権者が辞退

した場合は、次点交渉権者との契約交渉へ移行する。

ウ 契約交渉期間の途中又は当該期間満了後であっても、協議が整わないと判断した

場合又は受注候補者が辞退した場合には、審査結果の順位に従い、次順位の受注候

補者との契約交渉に移行する。

エ 協議により、いずれの受注候補者とも協議が整わなかった場合は、協議事項を調

整し、再度優先交渉権者から契約交渉をやり直す。

（２）協議事項

受注内容の詳細確認及び費用低減、契約方法等

※仕様書に記載された事項であっても、費用逓減の観点から、契約交渉期間中ま

でに、代替の手段が可能と判断されたものは対象とせずに仕様書から省く可能性

がある。

いずれの場合も、受注候補者との協議により決定する。
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18 契約締結

（１）当機構は、契約交渉により協議が成立した受注候補者と契約を締結する。

（２）受託者は契約金額の１００分の１０の額の契約保証金を契約と同時に納付しな

ければならない。ただし、地方独立行政法人北九州市立病院機構契約規程第２９条

第１項各号のいずれかに該当する場合は契約保証金を免除する。

（３）選定された候補者が、特別な事情等により契約を締結しない場合は、その理由

を記載した辞退届（様式４）を提出すること。なお、この場合、次順位者を候補者

とする。

19 その他

（１）公募型プロポーザル審査において使用する言語は日本語、通貨は日本円、単位

は日本の標準時及び計量法（平成４年法律第 51 号）によるものとする。

（２）公募型プロポーザル審査で提案者に生じる一切の費用（企画提案書作成費、交

通費等）は、全て提案者の負担とする。

（３）公募型プロポーザル審査では提案者に生じる郵送事故、電子メール等の通信事

故のリスクについては、当機構は一切の責任を負わないものとする。

（４）業務の継続が困難になった場合の措置

ア 受注者の責めに帰すべき事由により業務の継続が困難になったときは、当機構は

契約の取り消しをすることができる。この場合、取り消しによって生じた損害に

ついては、受注者の負担とする。

イ 災害その他の不可抗力等、受注者等の責めに帰すことができない事由により業務

の継続が困難になった場合、受注業務継続の可否等について協議するものとする。

（５）その他疑義が生じた場合の措置

契約書の内容に疑義が生じた場合又は契約書の定めにない事項が発生した場合に

は、当機構と受注者は誠意をもって協議するものとする。

20 受注結果の公表

受注者の決定後 72 日以内に、受注結果（受注者の名称、住所、落札金額等）につ

いて北九州市公報及び当機構ホームページにより公表するものとする。
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21 本件窓口・問い合わせ先

〒802―0082 北九州市小倉北区古船場町１番３５号

北九州市立病院機構本部 医療 DX 推進室 医療 DX 推進係（担当：山口、川原）

Tel：093－533－5660 Fax：093-533-5617

E-mail：mdx-office@kitakyu-cho.jp


